


子どもは言葉のなかで成長していきます。
子どもが「言葉」と出会い、
その「言葉」がさらに新しい「言葉」との出会いを生み出していく。
学びは子どもの世界を広げ、生きる力を育みます。

なかに生きているなかに生きている
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子どもたちが楽しみながら学ぶた
めには、学習の目標を知り、見通
しを立てたり振り返ったりして、学
びの道筋を見つけることが必要
です。こうした学習を積み重ねる
ことで、子どもたちの学びが深ま
り、学ぶ楽しさが生まれます。

学ぶことを楽しめるように

「学びたい！」を全ての子どもたちに。「学びたい！」を全ての子どもたちに。
三つの願いがこの教科書にこめられています。三つの願いがこの教科書にこめられています。

国語の学びに、今必要なこと

「学び」が
見える

1
”

“

2



子どもたちは知らなかったことを
新たに知ることが大好きです。国
語科で学んだことを他教科の学
びや実生活に生かしていくこと
で、子どもたちの世界が広がりま
す。学んだことが生かされていく
なかで、子どもたち一人一人の、
未来を切りひらく言葉の力が育ま
れていきます。

学びで世界を広げられるように

子どもたちが主体的に学ぶため
には、そこに学ぶ楽しさがなけれ
ばなりません。仲間と対話を重
ね、協働して学びを深めていく。
学ぶ楽しさを実感しながら、何の
ために、何を学んでいるのかを自
覚することで、学習が深まります。

学び合いを深められるように

「学び」が
生きる

3

「学び」が
わかる

2

『ひろがる言葉 小学国語』は、子どもが わくわくしながら言葉を学び、『ひろがる言葉 小学国語』は、子どもが わくわくしながら言葉を学び、
使うことの楽しさを体験できる、確かな言葉の使い手となる学びのとびらです。使うことの楽しさを体験できる、確かな言葉の使い手となる学びのとびらです。

”
“
3



「
読
む
こ
と
」教
材
の
主
要
な
単
元
に
は
、単
元
扉
を
設
け
て
い
ま

す
。
単
元
扉
で
学
習
の
見
通
し
を
も
ち
、「
学
習
の
て
び
き
」の「
ふ

り
返
ろ
う
」で
学
習
を
振
り
返
る

—

学
び
が
一
本
の
線
で
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
で
、ど
ん
な
学
習
を
し
て
、ど
ん
な
力
が
つ
く
の
か
、

子
ど
も
が
自
覚
し
な
が
ら
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

単元扉本文

三下 p107『おにたのぼうし』

　
単
元
扉
に
示
さ
れ
た「
学
習
の

め
あ
て
」か
ら
、「
本
文
」、「
学
習

の
て
び
き
」
に
示
さ
れ
た「
学
習

の
め
あ
て
」と「
ふ
り
返
ろ
う
」、

「
こ
こ
が
大
事
」ま
で
が
、重
点
指

導
事
項
に
焦
点
化
さ
れ
た
一
つ

の
ま
と
ま
っ
た
学
び
と
し
て
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

単元扉を見れば、
何を学ぶのかが

わかるね。

単元扉に、「学習のめあて」と、子ど
もの「読みたい！」という気持ちを喚
起するためのいざないの言葉、本文
中のイラストを示しました。
学習に向かう意欲を高めながら、学
習の見通しをもって本文の文章を
読んでいくことができます。

単元扉

何
を
学
ぶ
の
か
、ど
う
学
ん
だ
ら
よ
い
の
か
が
わ
か
る
、

機
能
的
な
紙
面

学
習
の
め
あ
て

い
ざ
な
い
の
言
葉

イ
ラ
ス
ト

1
「
学
び
」が
見
え
る

4



学習のてびき

単元扉で示した「学習のめあて」を、「学
習のてびき」にも掲載しています。「ふり
返ろう」と照応させることで、学習の大き
な流れがつかめます。
また、めあての下には、どのような言語活
動を通じて学ぶのかを明示しています。

見通しをもとう

「ふり返ろう」で、この教材
で学んだことがどのような
ことだったのか、指導事項
と言語活動の二つの観点
で振り返ります。

ふり返ろう

「ここが大事」で、他の教
材でも活用できる汎用性
のある学習のポイントをま
とめています。

ここが大事

三下 p120-121
『おにたのぼうし』学習のてびき

三下 p123『おにたのぼうし』学習のてびき

下段をヒントにしながら、
学習を進めていこう。

「ふり返ろう」や
「ここが大事」も

活用しよう。

詳しくは6ページ

使いやすくなった
「学習のてびき」

4
ス
テ
ッ
プ
構
造
の
学
習
内
容

5



「
学
習
の
て
び
き
」の
学
習
活
動
に
は
、学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
学

習
過
程
に
対
応
し
た
４
ス
テ
ッ
プ
の
学
習
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
段
に
は
、学
習
を
支
え
る
子
ど
も
の
反
応
例
や
教
科
書
に
登
場

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
言
葉
が
示
さ
れ
、子
ど
も
の
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

「言葉」や「ここが大事」
に関連のある活動にマー
クをつけ、どこで関連づ
けて扱えばよいかがわ
かるようにしています。

三下 p120-121
『おにたのぼうし』
学習のてびき

上段の学習活動を支え
る、思考ツールや図解、
子どもの反応例などを
掲載しています。子ども
の主体的・対話的な学
びを支援します。

上段と下段の対応を
記号で示し、よりわか
りやすくしています。

授業が
どう進んでいくのか

わかりやすいな。

構造と
内容の
把握

精査
・
解釈

考えの
形成

共有

学
び
方
が
見
え
る
、子
ど
も
た
ち
が
見
通
し
を
も
て
る

 「
学
習
の
て
び
き
」

1
「
学
び
」が
見
え
る
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「本を読もう」では、子どもの興味を
ひきつける表紙とあらすじを、全て
の紹介図書に掲載しています。
「学習のてびき」紹介冊数を、現行
の教科書の2冊から3冊に増やし、
教科書12冊を通じての紹介図書の
冊数充実を図りました。
481冊 約540冊

本を読もう
教材内で扱われた言葉と関連のあ
る言葉を提示しています。
語句集めと文作りの活動を通して、
子どもの「語彙」の自然な増加と実
生活での定着を図ります。

言葉を増やそう

文法的な知識や考え方を使っ
て、読みを深めるコーナーを設け
ています。
「学習のてびき」の発問とあわせて
「言葉」の活動に取り組むことで、
本文の表現に着目し、さらに読み
を深めることができます。

言葉

「ここが大事」は、教材の重点指
導事項に対応しています。汎用
性のある学習のポイントとして、
今後の学習でも役立てることがで
きます。

ここが大事

三下 p122-123
『おにたのぼうし』学習のてびき

7



「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」教
材
で
は
、多
様
で
活
発

な
言
語
活
動
を
設
定
し
ま
し
た
。
子
ど
も
に
と
っ
て
必
要
感
の
あ
る

課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、他
者
と
協
働
・
協
調
し
て
、

変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
言
葉
の
力
を
育
み
ま
す
。

四上 p58-59『リーフレットでほうこく』

四上 p60-61
『リーフレットでほうこく』

単元教材には、学習指導要領
に基づいた学習ステップを設
定しています。子どもは、学習
のどの段階にいるのかがわか
るため、見通しをもって課題に
取り組むことができます。

子
ど
も
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
課
題
に
、

仲
間
と
と
も
に
向
き
合
う
教
材

重点指導事項
は

ハイライト表示

2
「
学
び
」が
わ
か
る
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「文型・話型」や「学習用語」などの汎用
的な知識は、巻末に一覧で示し、他の学
習場面でも生かせるようにしています。
体系的なまとめと、実際の使用場面とを
行き来しながら、そのはたらきや効果を
確かめることができます。

四上 p62-63『リーフレットでほうこく』

四上 p155『学ぶときに使う言葉』

四上 p157
『「大事な言い方」をたしかめよう』

言語活動の例

日常生活に即した多様な言語
活動を扱っています。

・話し合い
・発表・報告
・説明
・ミニディベート（討論）
・パネルディスカッション

など

話すこと・聞くこと

・リーフレット
・パンフレット
・ポスター
・意見文

書くこと

・日記
・手紙
・報告文
・説明文
・観察記録文

など

巻末付録の活用

「話すこと・
聞くこと」の

教材も同様に
学習ステップを
示しています。

本文と
巻末付録を
行き来
できます

9



「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」の
学
習
を
支

え
る
、「
知
識
及
び
技
能
」の
指
導
事
項
を
取
り
立
て
て
教
材
化
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
言
葉
の
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
に
気
づ
き
、

自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
り
、他
者
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
た
り

し
な
が
ら
言
葉
の
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

四上 p124『修飾語』

三上 p38-39
『わたしのたからもの』

二下 p32『「あいうえお」であそぼう』

四上 p30『漢字の部首』

言葉について考える教材を各学年に設定しています。日常の言語生活か
ら題材を取り上げることで、子どもが活動を通して、言語的な知識を深め
られるようにしています。こうした学習によって言語についての興味・関心
を高め、再び子ども自らの言語生活に還元できるよう配慮しています。

三上 p48『めだか』三上 p46-47『うめぼしのはたらき』

三上 p102・106
『取材したことを
ほうこく文に』

言
葉
へ
の
関
心
を
高
め
な
が
ら
、

生
き
て
は
た
ら
く
言
葉
の
力
を
育
む
教
材

言葉
・
漢字

2
「
学
び
」が
わ
か
る
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二下 p32『「あいうえお」であそぼう』

三上 p149『じょうほうのまとめ』

低学年では、言葉遊びなどで伝統的な言語文化に親しみ、中学年では、ことわざや慣
用句など日常生活の中に生きる伝統的な言語文化の存在を感じることができます。そ
して、高学年では、物語や漢文を楽しみながら「古典」の世界にふれることができます。
豊富な写真やイラストにより、親しみやすい紙面で言語文化を味わうことができます。

六上 p24『春はあけぼの』

四下 p70『故事成語』

子どもが、必要な情報を取り出したり、情報と情報
との関係を整理したりできるよう、体系的なまとめ
のページを新設しました。
教科書内の使用場面と行き来、複数の教材で何
度も反復して学習したりすることにより、実の場で活
用できる力が身につくようにしています。

情報の
扱い方

伝統的な
言語文化

11



巻
頭
の『
○
年
生
で
学
ぶ
こ
と
』で
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ぶ
の

か
、ど
の
よ
う
な
国
語
の
力
が
身
に
つ
く
の
か
、一
年
間
の
学
習
の
見

通
し
を
も
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、巻
末
で
学
習
し
た
こ

と
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
、そ
の
後
の
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

各巻の冒頭にある『○年生で
学ぶこと』で、どのようなことを
学習するのか見通せます。

三上 p4-6『三年生で学ぶこと』

子どもは、教科書を通じてさまざまな言葉と出会い、
確かな言葉を使えるようになるための

「言葉の旅」をしていきます。
この教科書では、子どもたちが日常生活を営むうえで
必要な言葉の力を育むよう、
知識･技能や各領域の学習をバランスよく設定しています。
これらの学習を通して、
子どもたちは言葉の学びを実感し、
他教科の学習など実生活に生きる言葉の力を身につけていきます。

 学習したことが、実生活のど
のような場面で役立つのか
を示しています。

学びの主役は子どもです

巻頭

「
学
ん
だ
こ
と
が
生
か
せ
た
！ 

」と

言
葉
の
力
の
広
が
り
、深
ま
り
を
実
感
で
き
る

3
「
学
び
」が
生
き
る
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三上 p138『つながる ひろがる』三下 p124『これまで これから』

  「話す・聞く」は黄色、「書く」は
青色、「読む」は赤色、「言語・漢
字」は緑色、「文化」は黄土色、
「読書」は紫色で示しています。
　子どもたちは、「何を学ぶの
か」を視覚的にも捉えることがで
きます。

領域のテーマカラー

巻末には、どのようなことを学
んだのか、また、学んだことを
どのように生かすことができる
のか、アウトプットする活動を
設定しています。学んだことや
身につけた言葉の力に気づ
き、実生活に生かしていこうと
いう意欲を高めます。

巻末

上
巻

下
巻

13



国
語
と
い
う
教
科
に
と
ど
ま
ら
な
い
、「
生
き
て
は
た
ら
く
言
葉
の

力
」を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、言

葉
の
学
び
を
実
感
し
な
が
ら
、他
教
科
の
学
習
な
ど
実
生
活
に
生

き
る
言
葉
の
力
を
身
に
つ
け
、自
ら
世
界
を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る

意
欲
を
高
め
ま
す
。

国語の学びを日常生活へ

一下 p60-61『こころが あたたかくなる 手がみ』

日常生活や学校生活に関連した題材を設定し、
子どもの実生活に結びついた活動になるようにしています。
また、目的意識や必然性·必要感を重視した教材を設定し、
子どもの学習意欲が持続するようにしています。

六上 p58-59『みんなで作ろうパンフレット』

六上 p52-53
『パネルディスカッション⎜地域の防災』三上 p38-39『わたしのたからもの』

立場や意図を明確にした、計画的な
話し合い方を身につけます。他教科
の学習や総合的な学習の時間等で、
考えを深めたいときに活用できます。

自分の宝物を発表するなかで、
筋道を立てて話をすることを学習
します。他教科等の学習での発
表などに生かすことができます。

巻末付録

「楽しく読もう」「言葉の道具箱」「漢字を学ぼ
う」といった、語彙の拡充や話型・文型のま
とめなどの、国語の学習を支えるさまざまな
ツールや読みものが収められています。

読む人のことを考えながら、友達
と協力して1冊のパンフレットを作
ります。

相手のことを考えて、自分の気持
ちを書き表すことを学びます。日
常生活で大切な、思いやりをもっ
て表現することを学びます。

言
葉
の
学
び
を
実
感
し
、

生
き
た
言
葉
の
力
で
世
界
を
広
げ
る

3
「
学
び
」が
生
き
る
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読書生活を豊かに

二上 p58-59『本で しらべよう』

二下 p56-57『「お話びじゅつかん」を作ろう』

上巻には、学校図書館を計画的に利
用し、その機能の活用を図る「情報読
書」教材を、下巻には、図書の紹介を
中心とした交流活動を行う「交流読
書」教材を設定しています。どの学年
も、年間を通して本にふれる機会が保
証され、読書の日常化を促すようなつ
くりになっています。

「ひろがる読書の世界」という
図書紹介のコーナーを、夏休み
前の学習時期に新設しました。
「夏休みに読んでみたい！」と
いう気持ちを喚起できるよう、
子どもに人気のある作品なども
取り上げ、ジャンルを問わず、各
学年5冊ずつ紹介しています。

短時間で行える読書活動を紹介し、夏休み前や夏休
み明けに授業で扱えるようにしています。
また、各教材の二次元コードから「読書履歴カード」
にアクセスすることができ、読んだ本を書きためる活
動を促しています。継続的に読書を楽しむきっかけ
の一つとなることを期待しています。

紹介冊数
約540冊

情報
読書

交流
読書
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入
学
し
て
初
め
て
開
く
国
語
の
教
科
書
。そ
の
ど
き
ど
き
や
わ
く
わ

く
を
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、入
門
期
は
楽
し
く
親
し
み
や
す

い
紙
面
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
見
開
き
ご
と
に
見
や
す
く

構
成
さ
れ
た
教
材
に
よ
り
、子
ど
も
が
無
理
な
く
、 

安
心
し
て
言

葉
の
学
び
に
慣
れ
て
い
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

スタートカリキュラムを
意識した教材により、
書写や生活科など
の、他教科と連携し
た合科的な指導が可
能です。

一上 p12-13『こえの おおきさ どれくらい』

一上表紙裏 -p5『なかよしの みち』

国語の学習で子どもが最初に出会う教材では、子どもの「気づき」を大切に、
親しみやすく、想像力を刺激するイラストにしました。子どもたちの言葉をどん
どん引き出し、主体的・対話的に、そして楽しく言葉の学びを始められます。

一上 p14-15『かいて みよう』

一上 p6-7『あかるい あいさつ』

楽
し
く
、安
心
し
て
学
べ
る
入
門
期
教
材
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清音から、濁音、半濁音、撥
は つ

音（ん）、
促音（っ）、拗

よ う

音（ゃ、ゅ、ょ）へと、丁
寧な文字学習の段階をふんでいます。
新しい文字は、読んだり声に出したり
して親しんだあと、取り立てた教材で
どう書くかを学びます。子どもの発達
段階に合わせて、スモールステップで
学んでいくことで、着実な文字習得を
図ります。

一上 p32-33『ねこと ねっこ』

一上 p24-25『かきと かぎ』

一上 p28-29『くまさんと ありさんの ごあいさつ』
新しい
文字との
出会い

書いて
身につく

17



教科書を最大限に

活用する方法を楽し
く紹介

こ
こ
は
教
出
小
学
校

放
課
後
の
職
員
室

彼
女
は
古
川
先
生
。

五
年
生
の
担
任
に
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
の
は

大
好
き
だ
が
、
悩
み
が
│

私
、
国
語
の
授
業
に

自
信
が
な
く
て
…
…
。

ど
う
し
た
ら
楽
し
く
授
業
が

で
き
ま
す
か
ね
？

う
ち
の
ク
ラ
ス
は
、

元
気
は
い
い
ん
だ
け
れ
ど
、

発
表
が
上
手
に
で
き
る
子
が

少
な
く
て
…
…
。

ぼ
く
は
忙
し
く
て
、

授
業
準
備
が
追
い
つ
か

な
い
ん
だ
よ
ね
…
…
。

国
語
の
授
業
は
自
信
が

な
い
ん
だ
よ
な
あ
。

明
日
か
ら
の

物
語
文
、
ど
う
し
た
ら

楽
し
く
授
業
が

で
き
る
か
な
あ
。

佐藤先生 小山先生 古川先生

彼
女
は
小
山
先
生
。

三
年
生
の
担
任
に
な
っ
て

一
か
月
。み
ん
な
と
っ
て
も

元
気
だ
け
ど
、
悩
み
が
│

ど
う
し
た
ら
自
信
を
も
っ
て

発
表
し
た
り
、
上
手
に
話
し

合
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
す
る
の
か
な
あ
。

国語授業づくり
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この続きは、
「『ひろがる言葉』を使った国語授業づくり」
をご覧ください。

資料
1

高
野
先
生
み
た
い
な
、

わ
か
り
や
す
い

授
業
が
し
た
い
！田中先生 高野先生

ぼ
く
も
、
田
中
先
生
み
た
い
に
、

忙
し
く
て
も
毎
日
楽
し
く

授
業
が
し
た
い
！

先
生
が
た
に
、

相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

忙
し
く
て

授
業
準
備
が

追
い
つ
か
な
い
…
…
。

子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
わ
か
り

や
す
い
授
業
を

し
た
い
の
に
…
…
。

三
人
の
憧
れ
の
先
生
た
ち
は
、

ど
ん
な
助
言
を
す
る
の
か
！

彼
は
佐
藤
先
生
。

二
年
生
の
担
任
に
な
っ
た
。

学
校
の
中
心
と
な
る
仕
事
も

任
さ
れ
て
い
る
が
、

悩
み
が
│

『ひろがる言葉』を使った
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さ
ら
に
使
い
や
す
く
便
利
に
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
は
、

国
語
の
楽
し
さ
を
ひ
ら
く
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ツ
ー
ル
が
充
実
し
て
い
ま

す
。
学
び
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
で
、子
ど
も
の
理
解

も
深
ま
り
ま
す
。

自動音声読み上げ、総ルビ（ふりがな）、
分かち書き、
リフロー（文字サイズ変更、書体変更、行間
変更、色変更、たて書き／よこ書き変更）

・朗読音声　・筆順アニメーション　・ワークシート　・活動実写動画　 

・資料動画　・写真資料　・漢字フラッシュカード／テスト など

学習者支援機能
は、児童一人一人
の学びを支援する
機能です。

授
業
を
完
全
サ
ポ
ー
ト

｜
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材

教科書紙面を読みやすいよう
に大きく表示しています。
朗読音声の再生や、ペンや
マーカーでの書き込みができる

ので、スムーズに授業を進めることができます。

本文
拡大

教科書紙面

意見や考えを整理したり、広げたりすることができます。
さまざまな種類のツールを用意しているので、学習場面に
応じて使いたいツールを選ぶことができます。

その他
コンテンツ

思考
ツール

学習者
支援機能
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学習者用デジタル教科書 デジタル教材

「学習者用デジタル教科書」の機能は、 
「学習者用デジタル教科書＋デジタル教材」にも収められています。
※

掲載画面は開発中のものとなります。予告なく変更することがあります。※

学習者用デジタル教科書

指導者用デジタル教科書（教材） 紹介ページはこちら

「読むこと」教材の本文や挿絵を選択し、右側のワークスペースに抜き出すことができます。
本文に即して内容を整理したり、自分の考えをまとめたりするときに、効果的な機能です。

デジタル
メモ

小学館『例解学習国語辞典』の協力を得て、教科書に登場する語句を掲載しています。
紙の辞書を引くように語句を探すことができるので、さまざまな言葉と出合うことができます。

教科書を拡大したり、自由にペンやマーカーで書き込んだ
りすることができます。
「まなびリンク」にも簡単にアクセスすることができます。

本文や挿絵を抜き出
すことができます。

自分の考えなどを記
入して、短冊を作成
することができます。

「ぬきだす」ボタンで、
選択部分を抜き出す
ことができます。

辞書
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必
要
な
こ
と
は
全
て
教
科
書
の
中
に
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、教
科
書

の
外
に
飛
び
出
し
て
、新
し
い
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
も
大
切
で
す
。

教
育
出
版
の「
ま
な
び
リ
ン
ク
」は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
連
動
し
て
、

充
実
し
た
情
報
が
取
り
出
せ
ま
す
。
子
ど
も
の「
も
っ
と
学
び
た
い
」

と
い
う
思
い
に
き
っ
と
応
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

教科書に掲載された二次元コードを、スマートフォンやタブレット
端末等で読み取ることで、インターネット上のコンテンツにアクセ
スすることができます。
コンテンツの種類は、「写真」「動画」「資料」「ワークシート」「リン
ク」があり、それぞれマークを二次元コードの中央に示しています。

六下 p109
『津田梅子⎜未来を
きりひらく「人」への思い』

二上ｐ123
『町の「すてき」をつたえます』

三上ｐ8
『じこしょうかいビンゴゲーム』

子
ど
も
の
学
び
を
広
げ
る

｜
「
ま
な
び
リ
ン
ク
」

まなびリンク

資料
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教科書と同じ紙面に、教材研究に関
する内容を赤字で、授業展開に関す
る情報を青字で、二色に分けて掲載し
ています。実践の場で参考となるよう
に、授業に必要な情報が端的に捉え
やすい紙面の工夫をしています。

●朱書編／デジタル朱書編

国
語
を
専
門
と
し
な
い
先
生
や
新
任
の
先
生
に
も
、安
心
し
て
お
使

い
い
た
だ
け
る
指
導
書
で
す
。
丁
寧
な
解
説
と
わ
か
り
や
す
い
紙
面

構
成
で
、先
生
が
た
の
日
々
の
授
業
や
研
究
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、知
り
た
い
情
報
の
検
索
性
が
高
く
、書
き
込
み
や
共
有
が
自
在

に
で
き
る
、デ
ジ
タ
ル
化
し
た
指
導
書
の
提
供
も
始
め
ま
す
。

本棚画面

令和6年度版から教師用
指導書セットにデジタル朱
書編（データ配信版）を同
梱して提供します。

デジタル朱書編

年間の活動を計画する際に役立つ各種の参考資料（年間
学習指導計画・評価計画について、単元・教材の構成・配
列、指導事項や学習指導の系統、言語活動や学習用語など
の一覧、特別支援に関する解説など）を掲載しています。

※各企画の内容は、変更になることがあります。
※その他、「拡大教科書」の発行を予定しています。

各教材の詳細な内容解説を掲載して
います。日々の授業の準備はもちろん
のこと、研究授業の準備等にもご活用
いただけます。

●解説編
毎時の授業における活動の留意点
や、具体的な発問例・板書例など、先
生がたの日々の授業を支援する豊富
な情報をご確認いただけます。

●展開編

展開編の授業展開にあわせたワーク
シートを、データにて提供いたします。
子どもの記入例入りのものもあわせて
ご活用ください。

●ワークシート

①  先生どなたでも使用できる
②  アカウントごとに 
書き込み・保存ができる

③  文字検索ができる
④  複数の端末で 
アクセスできる

⑤  自作の資料を保存できる

デジタル朱書編の特徴

●総説編
先
生
が
た
の
日
々
の
授
業
を
支
え
る

｜
教
師
用
指
導
書

教師用
指導書

デジタル
朱書編

新企画！！

紙面はイメージです
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子
ど
も
た
ち
が
教
科
書
と
出
会
っ
た
時
、自
然
と
笑
顔
に
な
る
よ
う

な
、子
ど
も
の
感
覚
に
寄
り
添
っ
た
楽
し
い
世
界
を
表
紙
に
し
ま
し

た
。
色
鮮
や
か
で
魅
力
的
な
イ
ラ
ス
ト
が
、子
ど
も
た
ち
を
国
語
の

学
習
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

全
学
年
上
下
巻
の
二
分
冊

低学年

　
新
し
い
教
科
書
と
出
会
っ
た
時
、子

ど
も
た
ち
の
心
は
期
待
と
喜
び
で
あ

ふ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
そ
ん
な
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
、全
学
年
で
分
冊

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、分
冊
に

す
る
こ
と
で
、教
科
書
を
軽
量
化
し
、

付
録
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

三上 p2-3『目次』

三上 p4-5『三年生で学ぶこと』

　表紙のイラストには、なにか共通点があること
に気がつきましたか？　実はどの表紙にも、本を
読む子どもたちが描かれているのです。
　今度は裏表紙を見てください。表紙と同じ子ど
もたちが、日常的な場面で本をもとに交流していま
す。裏表紙の子どもたちが読んでいる本から、想
像された世界が、表紙には描かれているのです。
　いったいどんな本を読んでいるのか、教室の子
どもたちと想像してみてはいかがでしょう。

表紙の世界｜「本」の世界で遊ぶ

二下裏表紙イラスト

子どもと動植物とのふれ合いを描いています。
さまざまな命がともに生きる自然の世界で、

子どもたちは多様な生命と協調しながら楽しんでいます。

表紙絵　仁子（じんこ）　https://j inko.jimdofree.com/

 「
私
の
大
切
な
教
科
書
」と
な
る
こ
と
を
願
っ
て 

｜
表
紙
・
分
冊

上巻目次にも下巻目次を掲載
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中学年

＊ 新しい教科書に出会う喜びが 
一年に二回

＊ 教科書が軽いと、 
自宅に持ち帰るときの負担も軽い
＊ 付録が充実していて、 
「読むこと」教材がより多彩に
＊ ゆったりとした読みやすい紙面

分冊にはこんなよさがある！

三上 p6『三年生で学ぶこと』

子どもたちが、未知の世界へと探求していく姿を描いています。
身のまわりの世界から、さらに先の世界へと、
子どもたちの好奇心があふれています。

表紙絵　alma（あるま）　https://almatto04.tumblr.com/

高学年

子どもたちと、異界や宇宙といったより広い世界とのつながりを描いています。
距離や時間を超えた、離れた世界の事物へと、
子どもたちの想像力が広がっていきます。

表紙絵　丹地陽子（たんじようこ）　instagram.com/yokotanji/

目次や『○年生で学ぶこと』を
見ると、一年間を通した学習の
見通しをもつことができます。
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さ
ま
ざ
ま
な
人
が
と
も
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
目
ざ
し
て
、子
ど

も
一
人
一
人
の「
学
び
た
い
」気
持
ち
に
応
え
る
教
科
書
を
作
り
ま
し

た
。
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
共
存
で
き
る
社
会
の
実
現
を
願
い
、

教
科
書
に
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
施
し
て
い
ま
す
。

　「話すこと・聞くこと」「書くこ
と」教材を中心に、他教科の
学習に合わせて柔軟な扱いが
可能になるよう配慮し、他教科
の学習を支えることができるよ
うにしています。他教科の学習
という実際の言語活動に活用
されることは、実生活で生きて
はたらく言葉の力を育むことに
つながります。

カリキュラム・マネジメントへの対応

四上 p58-59『リーフレットでほうこく』

　現代社会の問題を自らの課題として考えられ
る子どもを育むことができるよう、専門家による
校閲を受け、SDGs・ESDに取り組めるように
工夫しました。

SDGs・ESDへの取り組み

　社会の多様性を踏まえ、
人権を尊重し、あらゆる差
別をなくすため、イラストや
図版も含め教科書内の表現
に配慮しています。

人権上の配慮

　発達段階に応じ
て、タブレット端末
等を効果的に活用
できる学習活動を
設定しています。

タブレット端末等の活用

六上 p35
『アイスは暑いほどおいしい？／雪は新しいエネルギー』

　第5・6学年では、中学校
の国語学習との接続も意識
し、焦点を絞った見方で全
体を捉えて（重点化・焦点
化）課題を解決できる力を
身につけられるような、単元
や教材の構成を取り入れて
います。

小中の接続

［四上p58『リーフレットでほうこく』
など］

［四上 p102『作ろう学級新聞』、四下 p92『手話であ
いさつをしよう』、五下p8『世界遺産  白神山地からの
提言｜意見文を書こう』、六上p35『アイスは暑いほ
どおいしい？／ 雪は新しいエネルギー』など］

［三上 p102『取材したこと
をほうこく文に』、四下p62
『クラスの「不思議ずかん」
を作ろう』など］

「
学
び
た
い
」を
し
っ
か
り
支
え
る

―
だ
れ
に
と
っ
て
も
や
さ
し
い
教
科
書
を
目
ざ
し
て
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　子ども一人一人の実態に応じた学びが可能になるよう
に、さまざまな工夫を施しています。
　「読むこと」教材の「学習のてびき」では、学習活動を支
える、思考ツールや図解、子どもの反応例などを下段に掲
載しています。
　「話すこと・聞くこと」教材、「書くこと」教材では、文型・
話型や学習用語などの汎用的な知識を「大事な言い方」や
引き出し線で取り立てて示しました。さらには巻末に一覧を
示すことで、実際の使用場面と体系的なまとめとを行き来し
ながら、そのはたらきや効果を確かめることができます。
　このような仕組みにより、学んだことを他の学習場面でも
生かせるようにしています。

個別最適な学びの実現に向けて

　表紙は堅牢で環境に配慮した特
殊コーティングを採用、紙は軽量な
がら裏移りしない再生紙を使用、印
刷は植物を原料とした植物油イン
キを用いています。

表紙・用紙・印刷

　製本は、長期間の使用に耐える
堅牢な方式を採用しています。

製本

　違和感のある交ぜ書きをできるだけ
避けるように配慮しています。上位学年
の漢字であっても、過度な負担とならな
いよう配慮しながら、適宜振り仮名を使
用して熟語で示しています。

交ぜ書きの回避

　色調のバランスだけでなく形のうえでも区別しやすいように
配慮したり、色による指示を含んだ設問や色に基づく活動を
避けたりしていま
す。色覚の特性
を踏まえた、より
多くの人に見や
すいカラーユニ
バーサルデザイ
ンに配慮してい
ます。

カラーユニバーサルデザイン

　紙面でもデジタルの画面上でも、
見やすく、読みやすいユニバーサルデ
ザインに配慮したオリジナルフォント
を使用しています。

オリジナルフォントの使用

　活字は、文字としての美しさを考
慮しながら、読みやすく、力強い教
科書体を用いました。また、巻末の 

漢字一覧で掲出している硬筆体
は、書写教科書の筆者の字を使用
し、学習上の関連を図っています。

教科書体・硬筆体

五上 p126『方言と共通語』

　「話すこと・聞くこと」「書くこと」の
単元では、学びのステップを常に確認
できるように、「学習の進め方」の欄を
設けました。子どもが学習の見通しを
もち、本時で何を学習するのかがわ
かるように配慮しています。

特別支援教育への配慮
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著作者の言葉

大妻女子大学教授

樺
か ば

山
や ま

敏
と し

郎
ろ う

　言葉を豊かに学ぶには、学び手が主体的に言葉に
関わり、言葉の力を協働的に獲得していくことが大切
です。主体的に学ぶためには、そこに学ぶ楽しさや喜
びが必要です。言葉を学ぶことは、単に技術を学ぶこ
とだけではありません。言葉を通して心を育て、世界を
広げることができるのです。自己を築くための母語を獲
得し、協働的に生きていく民主的人格が育まれるため
にも言葉の学びは必要です。学校教育における言葉
の学びは、国語科が担っています。国語科には、言
葉の力を意図的・系統的に育成していく責務がありま
す。子どもの発達に即した国語科での学習指導によっ
て、人生に役に立つ言葉の力が身につくとともに、楽
しくて、不思議で、奥深い言葉の世界が、少しずつ広
がっていきます。
　一方、言葉の世界は、国語科の中に閉じません。
言葉の世界は、各教科等の学習や実生活へと多様
に広がっていきます。情報化社会からスマート社会の
到来は目の前です。これからの社会を生きる子どもた
ちは、さまざまな課題に直面します。多くの情報があふ
れる現代社会において、情報とどのようにつきあってい
くか、社会をいかに持続可能なものとしていくか、多様
な人々が自分らしく生きる権利をどのように守るのかな
ど、こうした課題には常に言葉の力が求められます。
学び手が楽しさを感じながら言葉の力を獲得していくこ
とで、これらの課題の解決につながることを意識し、徹
底して子ども目線に立って教科書を編集しました。
　“国語科で学ぶ言葉の世界が実生活に広がる”教
科書でありたい。こうした願いを、「ひろがる言葉」とい
う書名に込めました。

筑波大学附属小学校教諭

青
あ お

木
き

伸
の ぶ

生
お

　国語科において身につけ伸ばす力とは、子どもが、
言葉を道具として使いこなす力です。言い方を変えれ
ば、子どもに、状況に応じた「話し方・聞き方、書き
方、読み方」を身につけさせることです。そして言葉を
使う場は、実生活の場ということになります。実際の生
活場面において、生きてはたらく言葉の力を育てること
が重要です。しかも、言葉を駆使する場は千差万別で
あって、いつも同じ技能がそのまま通用するということは
ほとんどありません。常に、その場に応じた技能の発
揮が求められます。自分が言葉を発する相手やその人
数、伝えなければならない内容や、その方法など、そ
の場で判断して、自分のもっている技能を応用させるこ
とが求められるのです。そうした言語運用能力ともいえ
る力の基礎をいかに育てていくかが、国語科の授業づ
くりのポイントとなります。
　国語教科書は、言葉を臨機応変に使いこなすこと
のできる力をつけるためのテキストです。言葉がもつ力
を実感すること、言葉のおもしろさ・不思議さを実感す
ること、言葉を身につけることで自分自身を成長させる
こと。この三つの視点を根底に置きながら、国語の授
業を通して、場に応じた言葉の運用ができるように、言
葉をみがくのです。それがすなわち、自分自身をみが
き、成長させることになります。
　国語教科書は、子どもが言葉をみがき、自分自身
を高めることのできるものでありたい。言葉を通した人間
教育に資する教科書をつくるというコンセプトに、教育
出版が大切にしてきた「学習者中心の教科書づくり」
を継承し、より深化、発展させた教科書をお届けいたし
ます。

言葉を学び、使うことの楽しさに出会う言葉を学び、使うことの楽しさに出会う
——実生活に生きてはたらく『ひろがる言葉』実生活に生きてはたらく『ひろがる言葉』——
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も
た
ち
が

考
え
る
力
を
獲
得
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

https://w
w

w.un.org/sustainabledevelopm
ent/

“The content of this publication has not been approved by the U
nited 

N
ations and does not reflect the view

s of the U
nited N

ations or its 
officials or M

em
ber States”

こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、

税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

●	

学
習
に
役
立
つ
情
報
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

https://w
w

w
.kyoiku-shuppan.co.jp/

m
-link24/kokugo/6neng/index.htm

l

●	

学
校
の
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。（
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
使
い
方
／
感
染
症
対
策
）

先
生
方
・
保
護
者
の
皆
様
へ  

￨
こ
の
教
科
書
に
つ
い
て
￨

　

●	

色
覚
の
個
人
差
を
問
わ
ず
、
よ
り
多
く
の
人
に
見
や
す
い
カ
ラ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

●	

見
や
す
さ
・
読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ン
ト
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

●	

環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●	

表
紙
に
は
、
抗
菌
加
工
を
し
て
い
ま
す
。
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『まなびリンク』マーク最終 4C

授業で役立つ動画や音声、資

料を活用できる無料のコンテ

ンツはこちら！

新しい教科書の

特設サイトは

こちらから !

まなびリンク

教育出版ウェブサイトからもアクセスできます。

＊著作者の紹介は、P29に掲載しております

表紙についての詳しいご紹介は、

p.24をご覧ください！
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